
第１回別院中学校ブロック協議会 議事録要旨    

 

■日時 

平成 28年 6月 23日（木）午後 7：00～午後 9：00 

 

■会場 

亀岡市役所 3階 302・303会議室 

 

■議事 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 亀岡市学校規模適正化について 

・亀岡市教育振興基本計画 

・亀岡市学校規模適正化基本方針 

・別院中学校ブロック学校規模適正化実施計画（案） 

４ 意見交換 

５ その他 

６ 閉会 

 

■意見交換発言内容 

委員 

 

 

 

 

教育委員会 

 

 

委員 

 

 

教育委員会 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

別院中は生徒も少なく活動できない部活もある。休校にして、バスで南桑中に

通学したらどうか。小学校は、特認校にしてモノづくりを教えるなど魅力のあ

る学校にして他からも来てもらうか、児童の多い小学校の一部の校区を東・西

別院小校区にしたらどうか。 

 

今回校区見直しを検討するブロックもあるが、簡単ではない。東・西別院小も

樫田小のように特認校にしたらどうか。 

 

ＰＴＡは学校規模適正化検討会議があったことも知らない。保護者の意見が無

視されて進められているのではないか。 

 

学校規模適正化検討会議には、自治会連合会の幹事の方や PTAの代表者などに

入っていただいていた。また毎回の会議の内容はホームページに掲載していた

が、周知の方法としては不十分な点もあったかもしれない。ＰＴＡの意見は、

２回のアンケートで吸い上げてきた。 

 

自治会は２年前からの学校規模適正化検討会議に入って意見してきた。その中

で小学校は残すように言ってきた。 

 

なぜ、小学校だけ残すのか。 
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東別院町・西別院町の自治会長で話をして、できれば中学校も残したいが生徒

が少なくて、教育面での集団活動ができない等の課題がある。 

 

西別院小の保護者は、曽我部小が新しくなった時に、東別院小・西別院小が一

緒に曽我部小へ編入されるという噂があった。 

小中一貫校がいいのではないか。 

 

中学校の生徒が少なくて小中一貫校にしても集団活動がうまくいかない。ただ、

小学校だけは残してほしい。無くすと寂れる。 

 

確かに大人の見解ではそうなるが、子どもはこのままが良いと言っている。 

 

本来であればもう少し児童・生徒が多いはずであるが、保護者が市街地の学校

へ引越しして行かせている。 

 

保護者は、今の学校では小規模のため何回もPTAの役員をしなければならない。

それが嫌で、他の学校へ行かせたいという意見も多い。小中一貫校になれば役

員の数が減るので、他の学校へ行かなくなるのではないか。 

また、中学生なら体力的に南桑中でも大丈夫だということだが、障がいを持っ

た子どももいる。 

 

障がいをもつ子どもたちには先生がつく。 

 

子どもが南桑中になじめるか不安があると言っている。 

 

この計画案を進めるなら早く決定して、うまく別院中から南桑中に編入できる

ように、少しでも早く交流し馴染ませていくことが必要である。次の会議には、

受け入れ側の校長に入ってもらって議論していかないとダメである。 

 

教育委員会としても協力していきたい。次は南桑中の校長も会議に入っていた

だくようにしたい。 

 

育親中や別院中など小規模校の学力が高いと聞くが、きめ細やかな指導の成果

ではないか。 

 

少人数だから良いという保護者もいる。市議会で、学校規模適正化基本方針の

策定後、具体的なことは地域の中に入って決めるという説明があったが、それ

はこの会議の中で決めるということか。周知等はどうしていくのか。 

 

この会議の議論を踏まえ決めさせていただき、ホームページやビラ等で説明し

ていく。特認校で特色を出すために、学校ではどのように考えているのか。 
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西別院小では、体験的な学習として地域の産業の学習を行っている。例えば田

植え・犬甘野ソバ打ち体験等では、植えて収穫だけでなく、その間の草引きも

含めて行っていく。 

また、起業体験も昨年から進めている。 

 

特色を出すには、地域の連携が大切である。東別院小では地域の協力を得なが

らもち米を作って、餅つきをして食べる等をしている。また少人数できめ細や

かな指導をしている。テストの点数が高いだけでなく、体験に裏付けられた知

識を身に着けることで、社会が変わっても生きる力をつけたい。大規模校では

できない少人数という点を活かして、タブレットを１人１台使った授業、ICT

を活用した学習を進めているので大きな売りにしたい。 

 

小学校の高学年の保護者としては、中学校の編入はやむを得ないが、その時期

を早く明らかにしてほしい。先延ばしなら子どもが卒業してしまう。 

 

別院中の子どもが南桑中にいくのなら、子どもが慣れる期間が欲しい。なぜ、

南桑中で亀岡中ではないのか。ふるさとバスもあるし、保護者の仕事の関係で

も亀岡中の方が便利だという意見もある。 

 

もともと別院中が南桑中の分校であったことや、亀岡中であれば距離は変わら

ないが、市街地へ入っていくことで時間がかかることを考慮して出したもので

ある。 

 

編入となると別院中は弱い立場となるので、南桑中の歓迎ムードを作ってほし

い。南桑中の地域にも亀岡市が責任をもって説明をしてほしい。 

一旦休校となった学校が、復校した学校はない。 

 

小学校だけでも残さないと全て無くなってしまう。小学校があれば運動会の時

に地元が集まれる。地域を盛り上げるためには、何かを考えないといけないし、

そのための拠点となる小学校が必要である。 

 

特認校を選択する際には、親が送迎することを条件とするところもあるが、そ

れでは増えない。スクールバス等の対応をお願いしたい。 

 

次回の会議でお話できるようにしたい。 

 

 


